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１．はじめに
　2018年に改訂された『保育所保育指針』（厚生労
働省, 2018）では、乳児から3歳未満児の保育の意
義がより明確化されており、乳児から2歳児までを
生涯の学びの出発点と位置づけている。とりわけ0・
1・2歳児の保育では、応答し人としての心地よさ
を味わうようになるには、すでに乳幼児期からの人
との関わりの質が重要であるとされている（汐見・
無藤, 2018）。特に音楽を介したコミュニケーショ
ンには、人と人との関わりを容易にする機能があ
り、乳児の行動は生得的に音楽性が備わっていると
の指摘もある（Trevathen & Maloch, 2009 根ケ山, 
今川ほか訳, 2018）。乳児期のコミュニケーション
の中心は、非言語的な表出である身体の反応やクー
イング（cooing）、喃語であり、ことばを使っての
コミュニケーションは声道の発育や他者との関係
と大きく関わりながら3歳頃にようやく会話として
見え始めてくる。そのため乳児の発声は、ことばを
伴わない音の輪郭線ともいえ、音楽的コミュニケー
ションを行っていると考えられる。
　本研究で着目するこの音楽的コミュニケーショ
ンは、母親の歌に対する乳児の反応から演奏者と
聴取者の相互作用を含む即興演奏、音楽について
語ることなど幅広い意味が含まれている（Miell et 
al., 星野訳, 2012）。特に乳幼児期は、様々な遊び
の中に音楽表現が垣間見えるが、明確に“演奏をし
ている”“歌っている”という一般的な音楽表現では
ない。スーザン・ヤング（Young, 生駒訳, 2012）が
「乳児は音楽的ということのできる､ いろいろな楽
しげな行動」と述べるように、音の出るもので遊ぶ
行動や音楽に対する反応や発声も音楽的な表現とい
える。また、コミュニケーションは、感情や意思な
どを言葉や身振りを使って相互に伝え、理解をしな
がら共有することであり、音楽もコミュニケーショ
ンのツールの1つである。つまり、音楽的コミュニ
ケーションは他者との関わりの中で生まれる音楽的
な表現（行動）を指し、その音楽的表現（行動）の文
脈も含めて捉える。
　乳児と保育者や養育者の間には、この音楽的コ
ミュニケーションが自然と行われている場面があ
る。例えば、子どもとの何気ない関わりの中で見
られる語りかけや身振りの中にも、リズミカルな
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緒に楽しく音楽経験をすることで高められること、
音楽的知覚は、学習者の年齢や経験に依拠してお
り、子どもそれぞれの道筋のなかで発達していくも
のだと述べている。つまり、私たち人は生まれなが
らにして潜在的に音楽性を持っており、音楽性は特
殊な能力ではなく、人と人とが身振りや意思を交わ
し、共有する中で見られる根本的な能力といえる。
　このように、音楽的発達は、主に一般の発達理論
と関連しながら音楽特有の理論を提唱しているが、
梅本（2003）が指摘するように、大きな個人差や音
楽の持つ幅広い経験（日常的に音楽を聞くことから
高度な演奏技術を要するものまで）があり、広い視
点から音楽的発達を捉えていく必要がある。そこで、
本研究では、音楽的発達の先行研究を「音楽要素特
化」の音楽的発達と「包括的な」音楽的発達に大別
し、この両者を踏まえた上での音楽的発達を基軸と
した乳幼児の音楽的コミュニケーションの概念を検
討したい。そこで、まず音楽要素特化型の音楽的発
達のデータを集約し整理した。
１）音楽要素特化型の音楽的発達
　音楽要素に特化した音楽的発達の先行研究では、
乳児が回りの外界の音に対してどのような反応があ
るのかといった聴覚知覚や喃語から音楽的喃語や
言語獲得までの発達段階を示した「発声」に関する
内容、音を介してコミュニケーションを育んでい
く社会性についてなど多岐にわたる。また、聴覚や
声の発達については、身体の成長や生理的な現象を
根底とした知見が中心であり、特に聴覚については
胎児期まで遡る。胎児は、胎生5ヶ月頃には聴覚が
完成し、胎児と母親の心臓が刻む拍動のリズムが同
期したり、誕生後、外部から伝搬された音楽などに
ついても記憶していることも実験によって明らか
となっている（Aiello, 1998：McDonald & Simons, 
2000　神原ほか訳：Moog, 2002　石井訳：小西, 
2003：Trevathen & Maloch, 2009　根ケ山ほか訳，
2018：Standley, 2009　呉ほか訳：志村, 2016）。
　幼児期になると、人やモノとの関わりをとして自
分と他者との区別や社会性、嗜好などが加わり、こ
れらを踏まえた音楽的発達の観点が必要となってく
動作や相手の声や動きを合わそうとする表現が見ら
れる。これらが相手とのやりとりの中で繰り返し
行われ、発声するタイミングや抑揚のついた会話
になると、コミュニケーションの中の音楽性がよ
り明確になる。特に、保育者や養育者のマザリー
ズ（motherese, 対乳児発話）では、乳児の発声に
合わせて音のピッチや韻を合わせたり、見つめ合
いながら表情を交わす行為であり、音声を伴わな
い前言語的なコミュニケーションである「原会話
（protoconversation）」（Trevathen & Maloch, 2009 
根ケ山, 今川ほか訳, 2018）をも共有している。こ
のように、乳児のような非言語的コミュニケーショ
ンの土台は、自然なマザリーズや歌かける遊びなど
音を介したコミュニケーションを通して育まれる。
これは、身体的反応と音楽的反応とをつなげ、養
育者と子どもがお互いに関わり合いながら音楽的コ
ミュニケーションを応答的に行うことが重要であ
る。しかしながら、保育や幼児教育においては、上
記のような乳児の生得的な音楽性についての議論よ
りも、歌遊びの有効的な手法や子どもの音楽的スキ
ルの獲得に焦点をあてる研究が多い。そこで本研究
では、乳幼児の音楽性に着目し、原始的な音楽の捉
えや音楽表現を体系化すると共に、音楽的コミュニ
ケーションの新たな知見を見出そうとすることが目
的である。
２．幼児の音楽的発達に関する先行研究の概観
　音楽的発達に関する研究については、ハーグリー
ブス（Hargreaves, D. J.）の研究や音楽づくりで音楽
的発達を提示したスワンウィック（Swanwick, K）の
螺旋型モデル等がある。研究の中には、歌声や楽器
演奏など個々の能力に特化した研究も多くあり、今
川（2009）は人の能力が文脈の中に規定され、発達
が一定のモノサシの上で能力が伸長するとは限らな
いと述べており、音楽的発達の考え方について多様
な子どもの姿と研究者の様々な捉え方が存在してい
るといえる。マクドナルドとサイモンズ（McDonald 
& Simons, 神原ほか訳, 2000）は音楽的発達を「初
期の音楽行動」や「情緒的発達」を含む6つの原理
的視点の項目をあげており、音楽的発達は大人と一
－35－
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でを年齢ごとに区分し、3項目「A Unique Child」
「Positive Relationships」「Enabling Environments」
に 分 け て、 さ ら に そ れ ら を、「Hearing and 
Listening」「Vocalising and Singing」「Moving and 
Dancin」「Exploring and Playing」と4分野にまとめ
て記載してあるが、年齢の区分は固定化するのでは
なく、発達の典型的な範囲として示唆されている。
　一方、日本では谷村（2010）の乳幼児音楽行動の
発達プロセススケールの試行や横内・眞田（2013）
らの広汎性発達障害児に対する音楽的行動の発達段
階を検討する研究も見られるが、保育、幼児教育に
おける指標よりも障害児教育、発達支援が中心であ
る。また、保育所保育指針、幼稚園教育要領におい
ても、子どもの発達段階を基に保育内容「表現」に
関わる内容については、具体的な子どもの様子も示
されている。
　以上のように音楽的発達を概観すると、音楽の諸
要素が乳幼児の発達の中で断片として現れ、それが
環境の中で育まれていくと捉えることができる。包
括的な音楽的発達には音楽の諸要素が知覚的な側面
とスキルとしての側面を持ち、聴覚、発声、表現等
の項目があげられる。また、音楽の諸要素とは別
の項目として、人との共同性、言語発達、社会性と
いった項目が考えられ、これらを系統立てて見るこ
とが音楽的発達モデルには求められる。そしてこの
発達段階は、特別な環境下の子どものみに限られる
のではなく、誰しもが生まれながらにして音楽性を
備えており、特に乳幼児では人とモノとのコミュニ
る。例えば、打楽器演奏を通して子どもの音楽的発
達を見出そうと試みた目戸（2017）は、打楽器を奏
する場合の0歳から4歳の子どもの音楽的発達は、
「個人の発達」と「関わりの中での発達」から成ると
述べている。前者の「個人の発達」には、様々に音
を試行錯誤する「音の探索」と楽器の操作やリズム
パターンや反復・変化等の獲得による「音楽的成長」
の側面があり、後者の「関わりの中での発達」には
子ども同士による相互のアイデアの「共有」と相手
の音楽的アイデアに応答する「音のやりとり」があ
ると述べている。これは、個人の音楽的成長が他者
やモノとの関係によって拡大し、複雑な音楽的発達
へとつながるといえる。また、麦谷（2016）は0か
月から10か月までの乳児期の音声生成の発達を4
段階に分けている。第一段階（0～2か月）の呼吸
に伴ういきんだ発声から、徐々に乳児自身が声に変
化を付けることを獲得したり、第四段階（5～10か
月）には母音と子音の組み合わせをもつ複数の音節
からなる「基準喃語」を発声できるようなる。そし
てこれらには、養育者の対乳児発話（マザリーズ）
と大きく関係しており、言葉を話せるようになって
からコミュニケーションがとれるのではなく、言葉
の習得以前にリズムと抑揚の特徴を獲得し母子間で
交流するといった人との共同性や共感的な関わりも
影響するといえる。
２）包括的な音楽的発達
　次に、包括的な音楽発達モデルの研究として、ス
ワンウィック、マクドナルド＆サイモンズらの研究
が多く取り上げられ、これらの内容を基に追研究や
実践的研究がなされている（Swanwick, 1992　野
波ほか訳：McDonald & Simons, 2000　神原ほか
訳：Moog, 2002　石井訳）。近年では幼児音楽研究
であるニコラ・バーク（Nicola Burke）が『Musical 
Development Matters』（2018）を作成しており、こ
のガイドラインは日本の保育所保育指針、幼稚園教
育要領と対応するEarly Years Foundation Stage（以
下、EYFS）の表現領域に含まれる項目の音楽に初め
て特化されている（鈴木, 2018）。
　内容は、図1に示すように誕生から5歳以上ま
図1．『Musical Development Matters』（2018）の構成
※筆者が作成したもの
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究的価値が効果的な遊び方である手法に重点が置か
れることが多い。そこで、子どもの手遊びに対する
反応や表現や手遊びを通しての子どもの姿に焦点を
あてる必要がある。この研究的視点として山下・
梶間ら（2017）の「うた遊び」の開発研究では、手
遊びが保育者らや子ども自身が身体の感覚認知を把
握することや他者と自分との関わりを意識し始め
ていこうとする「コミュニケーションの基盤体験と
しての役割」があると指摘しており、本研究で重要
視している乳幼児の音楽的コミュニケーションの音
楽性においても、一方的な関わりではなく、他者や
モノと音を介して関わりながら、自分を取り巻く世
界を把握、認知していくことにつながる。また、古
市（2006）は、手遊びの発達に関して2～3歳の幼
児の手遊びの習得の特徴を以下のようにまとめてい
る。2歳では、真似ることを中心としながら大きい
もの・小さいものをしっかり動きで表現できるが指
の細かい動きはできないことやリズムも部分的に
合う姿が見られ、3歳では、動きの大小の表現にイ
メージ的な言葉が加わり、部分的表現から全体的表
現になり、さらにはリズム感を意識した動きの表現
に発展し、子ども自身が新しい表現を試みるとして
いる。
　このように、乳児期では保育者や養育者と動きの
ケーションによって音楽性が支えられ、発達に重要
な要素であるといえる。
３．手遊び研究の意義と乳幼児の音楽的コミュニケ
ーション概念
　乳幼児期において音楽的コミュニケーションは他
者との関わりの中で自然と育まれていき、子ども自
らの音楽表現へとつながっていく。この両者の相互
の関わりの中で見られる音楽性を見出す手がかりと
して、手遊びに着目したい。本研究の対象とする手
遊びは、簡単な指遊びやうた遊、からだ遊び、ある
いはわらべうたも含み、本論ではこれらを通して手
遊びと称する。手遊びには、手指の動きを模倣し合
うだけのやりとりではなく、音楽に合わせて身体
を動かしたり、養育者と子どもが身体をふれあいな
がら行われる。また、言語が発達していない乳児
においても、非言語的なコミュニケーションが行
われ、母親の普段の会話とは違う抑揚のある音声を
聴く機会になったり、音を介しての共同も生まれ
る。しかし、若谷（2018）が保育者らへの手遊びに
関する調査において、手遊びは活動前の子どもたち
の気持ちの安定を促す効果的な道具として保育者が
捉えていると指摘するように、集団をまとめる効果
的な手遊びへの意識が強い。そのため、手遊びの研
図2．乳幼児の音楽的コミュニケーションの概念－手遊びと乳幼児の音楽的発達の関係－
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図2．乳幼児の音楽的コミュニケーションの概念－手遊びと乳幼児の音楽的発達の関係－
からの歌いかけによって徐々に一緒に声を発すると
いった共同的な行為や身体表現の促しなど、発達的
観点も含まれる。この手遊びを通した乳幼児と保育
者養育者の関わりを音楽的コミュニケーションとし
て捉え、乳幼児の音楽的発達の体系化と手遊びの理
論的構築が本研究が示す文脈の捉えた乳幼児の音楽
的コミュニケーション概念を見出すことにつながる
のではないだろうか。
　今後の研究の発展として、手遊びを理論的に捉え
直しながら、乳幼児とその養育者を対象とした手遊
びの実践研究を行い、実践により得られたデータに
基づき、乳幼児の音楽的コミュニケーション概念に
ついて追究していきたい。
　尚、本論は全国大学音楽教育学会中・四国地区学
会研究会（2019）において口頭にて発表したものを
加筆、修正したものである。
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共有を通して共感的感覚を養い自身のボディイメー
ジを把握していく。それらが土台となり、幼児期で
は細かな手指の動きから「なりきる」といった表現
を含めた手遊びなど、子どもの発達段階を捉えてい
くことができる。
　また、手遊びは身体感覚の認知や他者との共同性
のみならず、先述した音楽的発達を促す。手遊び
は、歌を伴いながら身体を動かすため、音楽と身体
の同期や聴覚の発達、歌の発達が重点的に育まれる
といえる。音楽と身体の同期については、無作為に
手足をバタつかせたり、膝を屈伸してリズムをとろ
うとする姿であっても、保育者や養育者らの膝の上
や抱っこされた状態で、歌に合わせて身体が揺れた
り、顔や手など触れられたりする行為や繰り返しの
遊びの中で歌のテンポに身体の動きを同期させよう
とする乳幼児の欲求が音楽性へとつながっていく。
さらに、歌の発達については、乳児期の間は、保育
者や養育者によって歌われるものの、徐々にフレー
ズの終わりの部分や特徴的な音声表現の部分のよう
な箇所を中心に声を発するようになる。このような
子どもの歌う行為は突然表現されるものではなく、
乳児期からの音楽的コミュニケーションの蓄積に
よって表現されており、細田（2001）は、「うたい
出すその時まで、子どもは全身で周りの音を聴き、
感じ、楽しんでいる」と指摘する。
　このように手遊びは、従来の子どもたちに人気の
手遊びやレパートリーの1つとしての教材という視
点ではなく、乳幼児の音楽性を引き出すものである
と同時に、人との音楽的コミュニケーションに繋が
る重要な行為といえる。これらを踏まえ、現在保育
現場や親子間で行われる多くの手遊びを理論的に捉
え直し、音楽的発達を踏まえた乳幼児の手遊びに着
目した音楽的コミュニケーション概念の構想を図2
に示す。乳幼児が持つ音楽性は音楽的発達であり、
その音楽的発達は音楽の諸要素と環境・発達的要素
が関連し合いながら成長、発達していく。一方、手
遊びは養育者と乳幼児の中で営まれる自然な音楽的
コミュニケーションの1つである。手遊びを形式的
にするものとして音楽の諸要素があるが、手遊びを
通して音楽と身体反応が同期していくことや、他者
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